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令和４年度 第２回 公益財団法人佐賀市文化振興財団第三者評価委員会 議事録 

開催日 令和5年1月13日（金） 

開催時間 14時00分～16時 

開催場所 佐賀市役所大財別館4-3会議室 

出席者 

委 員 
富吉委員長、石丸委員、福成委員、多良委員、 

納富委員、松本委員、園田委員 

公益財団法

人佐賀市文

化振興財団 

梅﨑常務理事、宮﨑事務局長、福地管理課長、 

木塚事業課長、河原東与賀文化ホール課長 

事務局 
宮崎地域振興部長、小林歴史・文化課長、 

野田副課長、塩田主任 

議 事 

・議事 

 １）自己評価（文化振興財団） 

 ２）質疑応答 

 ３）採点 

 ４）集計 

 ５）総合評価・意見交換 

欠席委員 重松委員 

傍聴者 なし 

報道関係者 なし 

【会議の公開・非公開】 

〇事務局 

佐賀市では審議会や委員会等は、個人や団体の不利益になる場合や、会議の運営に支障が出る場

合を除き、原則公開としている。公開と決定されれば会議の傍聴を認め、会議録の要約を市のホー

ムページで公開させていただく。異議がなければ、原則どおり公開とさせていただきたいが、よろ

しいか。 

〇委員 

（はい） 

 

◎ （１）自己評価（文化振興財団） 

○財団 

１）施設管理に関すること 

・新型コロナウイルス感染症の影響で上半期の文化会館は中止 23 件、日程変更が 2 件、予定利用

料金が約 496 万円、予定入場者数が 12,260 人の減、東与賀文化ホールは、中止が 2 件、日程変

更が 1件、予定利用料金が 8万円の減、予定入場者数が 800 人の減となった。 

・上半期の文化会館の利用者数は前年度に比べて約 54,110 人増の 127,716 人で目標 400,000 人の

31.93％、稼働率は目標の 72％に対して 60.46％であった。東与賀文化ホールの利用者数は昨年

度に比べて約 4,800 人増の 12,416 人、目標 41,000 人に対して 30.28％、稼働率は目標の目標
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43.80％に対し 39.14％で目標に達しなかった。令和 3 年度より少なくなってはいるものの、依然

催物の中止や主催者側による人数制限など新型コロナウイルス感染症の影響がある。 

・保守点検や修繕等は確実に実施し安全確保に努めた。 

・新型コロナウイルス感染症対策として、ガイドラインに沿った運用と、利用者への注意喚起を継

続して行った。 

・SAGA サンライズパーク整備に伴う文化会館の工事については、工事の音や振動が施設利用の妨げ

にならないこと、来場者の動線に危険な箇所はないかなど工事関係者と定期的に会議を行い、安

全確保に努めた。 

・情報提供は、感染症対策に関する利用ガイドラインの周知は継続して発信した。並行してチケッ

トの販売情報や、ワークショップへの参加者募集などの告知も行った。ホームページ、フェイス

ブックや、フリー情報サイトなどのインターネットでの広報のほか、新聞やテレビ、ラジオとい

ったメディア媒体での広報につきましては、コロナ禍以前と同等に戻して実施した。 

 

２）文化事業に関すること 

・文化会館の文化事業は、体験活動事業を 3企画、アウトリーチ事業 2企画 3ヶ所 4公演、主催事

業 12 企画を実施した。 

・東与賀文化ホールの文化事業は、8 企画（体験活動事業 1 企画 2 公演、アウトリーチ 1 企画 3 ヶ

所 4公演、主催事業 6企画）の事業を実施した。 

・文化会館では和太鼓や竹楽器といった触れる機会の少ない文化を体験する事業を実施した。東与

賀文化ホールでは、ダンスによるコミュニケーションや身体表現を分かりやすく体験できる事業

を実施した。 

・文化会館ではワークショップで、佐賀市で活動する和太鼓奏者を講師に迎え邦楽を体験する事業

を実施した。東与賀文化ホールでは九州交響楽団室内楽公演や津軽三味線の公演により、佐賀市

で活動する演奏家との共演を企画した。 

 

３）財務に関すること 

・利用料金収入は、新型コロナウイルス感染症の影響で文化会館は目標の 40.04 %の 45,246 千円と

なった。東与賀文化ホールは 2,778 千円で目標の 54.47％となった。 

・オフィシャルパートナーは 2 社増えて 13 社となった。 

・東与賀文化ホールでは(一財)地域創造の助成金を受けて本公演とアクティビティ公演を実施した。

文化庁の補助金「AFF2」及び「子どもたちの伝統文化の体験事業」が採択されており、下半期に

公演を実施する。 

・電気料金はデマンド装置により数値化し節電、コスト抑制に努めたが、堅調なホール利用に戻り

つつあるなか、電気料金・ガス料金の単価上昇により光熱水費は大きく増加をしている。 

 

◎ （２）質疑応答 

〇委員 

評価資料Ⅰ「2）文化事業に関すること」について、事業のカウントの仕方を教えてほしい。 
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〇財団 

文化会館の事業については、鑑賞型の事業、体験型ワークショップ、アウトリーチの 3 種類に分

け、それぞれ企画数として鑑賞型は 12 企画、ワークショップは 3 企画、アウトリーチは、12 公演

を目標としている。東与賀文化ホールは体験活動、アウトリーチ、鑑賞型全て含めて 12 企画を目

標としている。1 企画 2 回公演や 1 回公演もあり、企画の内容によっては件数が違ってくるため、

カウントの仕方も違っている。 

○委員 

利用人数はイベントの入場者数ではなく、主催者の人数等もカウントしているのか。 

○財団 

そのとおり。リハーサル室については、練習に参加した人数。大ホール以下イベントホール、会

議室は、主催者側のスタッフと客として来場した来場者を含んで人数をカウントしている。 

○委員 

評価資料Ⅱ6、7ページの練習利用調べにおける練習利用件数と利用件数との違いはなにか。 

○財団 

利用件数は本番を含めた全ての件数をカウントし、練習利用件数はリハーサル練習のみで利用

した件数をカウントしている。 

○委員 

オフィシャルパートナーが 2 社増えということで助成金の金額を書かれているが、評価資料Ⅱ

の 19 ページと 33 ページの金額は別のものを記入しているのか。 

○財団 

作成時の会計上の金額と、令和 4年度中の見込みの金額の違い。オフィシャルパートナーの 1社

が上半期と下半期に分けて入金いただくことによる記載の違いと判断いただきたい。 

○委員 

自己評価表「１）施設利用に関すること ➊必要な保守点検、修繕、管理を行い、施設・設備の

機能維持と利用者の安全確保に努めているか」へのコメントで「新型コロナウイルスについてはガ

イドラインに則した対応」と記載されているが、新型コロナウイルス感染症対策のガイドラインに

ついて、収容率以外に変わった点はあるのか。 

同じく自己評価表「１）➋利用者目線で運営することを意識し、利用しやすい施設となるよう改

善を図ることで、利用者の満足度が高いサービスを提供し、稼働率、利用者数を増価させることが

できたか」について、新型コロナウイルス感染症の影響でキャンセルする主催者に対し、施設側で

何か対応したことでキャンセルされなかった事例があるか。また、入場者のアンケートはあるが、

施設利用者へのアンケートや意見を聞く方法があるか。 

自己評価表「２）➎地域の文化サークルの作品展示、文化祭等の地域特性を生かしたイベントの

開催支援や、福祉施設などでの芸術文化に触れる機会の知恵今日を通して文化振興を図ることがで

きたか。」の地域特性を生かしたイベントの開催支援について、下半期には企画が予定されている

が、上半期は予定がなかったのか、それとも予定されていたものがキャンセルになったのか。 

また、入場者のアンケートに性別の項目があり、「分からない」という選択肢はあるが、性別の

項目がアンケートの集計でどこに反映されるのか。 
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〇財団 

自己評価表「１）➊」での新型コロナウイルス感染症対策のガイドラインについては、政府のガ

イドラインの更新等を反映している。 

自己評価表「１）➋」でのキャンセルへの対応については、施設の利用の際に使用料金の負担が

あるというのが前提ではあるが、広い会場の利用や回数を分けての利用を提案している。利用内容

を伺い、主催者に不安があるという場合は、複数の日程を案内するなど、なるべくキャンセルがな

いように対応している。 

施設利用者へのアンケートに関しては、主催者に向けてアンケートを実施している。ホール、会

議室利用者からそれぞれピックアップし、無記名も可としてアンケートへの回答を依頼している。 

自己評価表「２）➎」でのアウトリーチの予定については、上半期に予定していたものは上半期

に実施した。下半期のほうが、時期的に予定が多くなっている。 

入場者アンケートの性別欄については、イベントの内容によっては来場者の割合として女性の方

が多いもの、男性の方が多いものがあり、そういった意味での数値としてのデータという部分はあ

るが、今後検討していく。 

〇委員 

文化会館を利用する側から「こんな文化会館であれば」といった意見は出ていないのか。たとえ

ば、駐車場が有料化するが、主催者側の駐車料金のことなど、そういった話はでていないか。 

〇財団 

九州圏内で開催するコンサート等のイベントに関しては公共交通機関の案内を徹底する主催者

もある。どちらかというと必ず実施しなければならない大会や研修会で参加費無料のもの、特に県

内のものは佐賀市が集まりやすいため、そういったものの主催者から受け付けの際に駐車料金の負

担について話がでることもある。 

○委員 

新型コロナウイルス感染症のガイドラインで文化会館は収容率を 100％にしていたと思うが、主

催者側が意識して制限したケースがあったか。 

〇財団 

イベントに関しては主催者の判断になる。指定席で間をあけずにされたものもあり、間隔を空け

て座るよう案内された研修会もあった。 

〇委員 

財団の定款では第 3 条に「個性豊かな地域文化の創造」とあるが、実際に具体的に何をするのか

という項目が挙がっていない。具体的にどういうことをして目標達成に努めるのかということが説

明されないと評価のしようがない。評価委員会のやり方そのものを佐賀市ももう少し考えていただ

きたい。 

市の文化振興ということであれば、将来、新型コロナウイルス感染症のような、計画していた開

催ができなくなるようなことが起きたときには、次はこうしようという長期的な視野にたった新し

い展望など、まず根本的に押さえていくということが非常に大事なのではないかと思う。佐賀市文

化会館と東与賀文化ホールの館の運営というのが基本的な業務としてある上で、それにプラスして

市民のための文化振興にどう取組もうとしているのかを聞きたかった。 
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文部科学省のホームページで課題に対する具体的な取り組み事例として掲載されているＣ-WAVE

（Ｃ－WAVE ネットワーク協議会）という取り組みがあり、九州 5 県の 11 館が加盟されている。一

つの館だけで出演者を呼ぶととても費用がかかるので、それを連携してお互いに呼ぶことによって

費用対効果が出る。日本のトップの寄席を呼ぶのに 11 分の 1 とは言わないが、8 分の 1 ほどで呼

べるようになるという取組というのをされている。 

 人材育成という観点から、ワークショップやアウトリーチを実施されているが、ワークショップ、

アウトリーチを受けた子ども達のその後の追跡調査は行っているのか。ワークショップ、アウトリ

ーチを実施しただけでは意味がないのではないか。 

 難しい問題だと思うため回答の必要はないが、こういう考えもあるというのを、頭の中に少しで

も入れていただければありがたい。 

〇委員 

 子ども達がアウトリーチを受けただけ、それだけで意義があると思う。小学校の時にああいう篠

笛を聴いたなということだけで、ひょっとしたらいつか、というのがある。なかなか事業の成果が

すぐに出ないものでもあり、そういったことは頭の中に置いておくだけでもいいのかとは思う。 

 評価というものはどうしても数値で表さないといけないとなると今の方式しかないため、理念と

してこの意見を財団は胸の中においていろいろなことを考えていただければと思う。 

〇委員 

文化事業の実績で文化会館には補助金の欄があるが、東与賀文化ホールには欄がない。文化会館

のほうは補助金がなくても総計差し引いても運営が成り立っている。補助金がどんな役割を果たす

のか、入場料が例えば 1,000 円が 800 円になるのか。こういうことであれば同じ佐賀市でサービス

が違うとなるのではないか。 

〇財団 

文化会館の補助金の欄は佐賀市からの自主文化事業費補助金。東与賀文化ホールについては、も

ともと補助金はないが文化事業を独自で行うと決めて指定管理者の指定を受けている。 

〇地域振興部長 

文化会館では、財団が指定管理の業務とは別に、もともと自主的に行う事業として自主文化事業

というものがある。自主文化事業には文化会館の開館当初から佐賀市から補助金を交付しており、

補助金と入場料収入等で採算が合うようにという形で実施している。東与賀文化ホールについては

当初の町時代からそういった自主事業がなく、合併により佐賀市が引き継いだ後も自主事業ではな

く指定管理業務のなかで文化事業を実施するとなっている。 

 

◎ （３）採点、（４）集計、（５）総合評価・意見交換 

〇財団 

佐賀市の文化振興に対して財団でどこまでできるか、市とも連携していかなければならない。い

ろいろな状況のなかで文化会館、東与賀文化ホールを運営してきているが、アリーナもでき駐車場

も共用化となることもあり、今後はもう少し広い目で見ながら、今回評価いただいたことも踏まえ

て取り組んでいきたいと思う。 

〇委員 
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新しい指定管理の在り方というものを考えていく時期にきているのかと思う。別の会議や委員会

で指定管理の話や提案を聞く際に、斬新な、今まで見たことがないような経営の提案がされたり、

佐賀の景色をどのようにしたいかといったことを聞いたりする。 

あれだけの規模の指定管理をするというのは安全面でもそうだが、事業面でも大変だと思うが、

これから先どうしていくかということを考えていくことも大事である。そういう意味で 5 ヶ年計

画の目標の数値が変わらないというのはどうなのかと思うところもある。また西側広場を貸し出す

ということは新しい取組として、今後指定管理をされる場合に、財団は西側広場の活用にも、新し

い佐賀の文化事業に関する絵や景色といった、面白いことができるようなことを考えていってもい

いのかと思う。 

アンケートにもし可能であれば男性も女性でもない、あえてここに三つ目として、答えたくない

という選択肢をたててもいいのではないか。どちらもないではない。「今私は答えたくありません」

という意思表示をするというのはありなのではと思う。 

〇委員 

オフィシャルパートナーについて、文化事業に理解があるのだということは企業イメージアップ

にもなるため、可能であれば財団のオフィシャルパートナーですよということを様々な面で露出さ

せてもいいのではないか。 
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◎自己評価（文化振興財団） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価資料Ⅱ 自己評価

１）施設管理に関すること

➊ P16,17,23～25

➋ P1～7

➌ P21

２）文化事業に関すること

➍ P8～13

➎ P8～13

➏ P8～13

➐ P8～13

３）財務に関すること

➑ P16,19,20

➒ P1,8～15

➓ P10～18

R4年度上半期に高い実績を収めた事項 R4年度下半期に向けた課題

オフィシャルパートナー企業は2社増えて13社となった。
自主文化事業において、令和3年度に続き「文化活動の充実支援事業（AFF）/文化庁」の補助申請を行い、11月開催のディズニーオン
クラシック公演への補助金約1,170万円の内定を得た。別途、「子供たちの伝統文化体験事業/文化庁」への補助申請を行い、11月開
催の「佐藤和哉篠笛コンサート/篠笛ワークショップ」へ補助金約150万円の内定を得た。東与賀文化ホールの文化振興事業において
は、（一財）地域創造の補助金50万円の交付を受けて事業を実施した。文化会館の入場者数については、上期で約18,000名を超え達
成率は120％となった。（年間目標値15,000名）

・文化会館、東与賀文化ホールの「稼働率」、「利用料金収入」を目標達成に努める。
・東与賀文化ホールの文化振興事業の入場者数の目標達成に努める。
・2024国民スポーツ大会・全国障がい者スポーツ大会の会場となるSAGAサンライズパーク整備に向け、佐賀市と連携して整備を進める。
・令和5年4月からの運用に向けて駐車場の整備が行われているが、市と県の協議をふまえて運用に備える。
・令和5年からのＳＡＧＡアリーナ利用開始に向けて、アリーナ管理者と利用予定の情報を共有する。

④、⑤佐賀市民芸術祭（令和4年11月開催予定）においては、全公演をYouTubeでライブおよびアーカイブによる配信を予定している。

⑥お客さんの声がアンケートでしかわからないので、ＳＮＳのハッシュタグなどを活用して参加者の方の生の声を
　　受け取ることができる仕掛けを作ってほしい。

⑥ホームページ上のお問合せフォームに「主催公演の感想／ご意見」の項目を追加した。

⑦著名なアーティストの招へいは入場者、利用率の向上に結び付くが、市民が本当に求める芸術、少数でも中身
　　の濃い内容を積み重ねることで、将来、文化会館、東与賀文化ホールのファンが増えていくような、ある程度長
　　い目線での取り組みを期待したい。

⑦公共施設の意義を踏まえ、市民の文化振興のために市民のニーズの把握に努めながら事業を進めていきたいと考えている。そのためには、
　　予算上の問題があり、できるだけ国等の補助金を獲得しながら事業内容について知恵をしぼっていきたい。

⑧指定管理者として財団を選定する積極的な理由(独自色)をアピールする必要があると考えられる。　（貴団体の
　　強みなど）

⑧佐賀市内小中学校や福祉施設などへのアウトリーチ事業や夏休みワークショップなどにおいて、文化芸術への関心を高め、地域振興に則した
　　事業を実施すること。また、多様なジャンルの公演を行うことで色々な市民のニーズに応えられる事業が実施出来ること。以上のようなことを
　　考慮して事業を実施している。

自
己
評
価

（
総
合

）

前回の委員会「R4年度の課題」 課題への対応状況

①オフィシャルパートナーの拡大に取り組んでほしい。 ①令和4年度は、オフィシャルパートナー企業が新たに2社加わり、合計13社からの民間支援を受けている。（合計375万円）

②文化の継承や人材育成、貧困、福祉家庭などへの文化に接する機会の提供、企業、市民の支援への取組みが
　　できたらよい。

②文化の継承や人材育成については、夏休みに開催した「和太鼓ワークショップ」では邦楽の歴史に加えて、礼儀や所作の指導があった。
　　アウトリーチ事業において、鑑賞機会の提供のほか、演奏家の体験談なども交えた内容で企画し育成事業として取り組んだ。
　　文化に触れる機会の均等な提供を目的として、児童養護施設の児童生徒に対して当財団主催のクラシックコンサートへ招待した。

③SDGｓとのひも付けによるＰＲの発信にも積極的に取り組んでほしい。 ③クラシック演奏など文化に触れる機会を児童生徒に提供するアウトリーチ事業やワークショップは、ＳＤＧsの取組みに沿うものと考える。
　　例えば、夏休みに開催した「竹楽器ワークショップ」では、地域の方が、竹林や里山保全で伐採をした「竹」を材料として楽器作りを行い、
　　そのことを参加者に教示してもらった。

④コロナ禍の中でのイベント開催は大変だと思うが、ハイブリッド型など、新たな発信も必要と思われる。
　　魅力ある企画を工夫してほしい。
⑤動画配信を活用してほしい。

文化会館ではワークショップにおいて佐賀市で活動する和太鼓奏者を講師に迎えて邦楽を体験する事業を実施した。東与賀文化
ホールでは九州交響楽団室内楽において佐賀市で活動するピアニストが共演する企画や、津軽三味線の公演でも佐賀市で活動
する津軽三味線奏者と共演する企画で事業を実施した。佐賀市の演奏家を起用して演奏機会を提供する事業を下半期でも計画し
ている。

市内企業からの協賛金、国や関連団体等による助成金等を積極的に獲得し、事業に活用することができたか。

Ｂ

オフィシャルパートナー企業は2社増えて13社となった。東与賀文化ホールで（一財）地域創造助成金50万の交付を受けて公共
ホール音楽活性化事業として公演とアクティビティを9月に実施した。文化庁の文化芸術活動支援事業補助金(AFF2)1,170万円と
同庁の子供たちの伝統文化の体験事業150万円が採択されている。(公演は何れも下半期で実施予定)

積極的な情報提供やセールスにより、文化事業の入場者数、稼働率の向上に努め、文化事業収入、利用料金収入を増加することがで
きたか。

東与賀文化ホールの利用料金収入は上半期の目標に達しているが、文化会館利用料金収入、および両館の稼働率は達してい
ない。文化事業については、文化会館の入場者数は通期の目標を既に達成しているが、東与賀文化ホールは上半期の目標に達
していない。

経費の縮減を図り、経営の効率を高めることができたか。
電気料金は舞台照明などホール利用に大きく左右される、そこでデマンド装置により数値化して節電を行い省エネに努めた。堅調
なホール利用に戻りつつある中で、電気ガス料金の単価上昇による光熱水費の増加は、コロナ以前の利用状況と比較して大きく
なっている。

感染症対策ガイドラインの周知は継続しながら、チケット販売の情報やワークショップへの参加者募集の告知などを実施した。方
法として、ホームページ、フェイスブック、フリーの情報サイトといったインターネット上での広報、新聞やテレビ、ラジオといったメディ
ア媒体上での広報をコロナ禍以前と同等に戻して実施した。

文化事業の入場者数を増やし、文化に親しむ市民層の拡大に貢献することができたか。

Ｂ

文化会館では体験活動事業3企画6公演、アウトリーチ2企画3ヶ所4公演、主催事業12企画15公演を実施し約18,000名の入場者
があった。東与賀文化ホールでは体験活動事業1企画2公演、アウトリーチ1企画3ヶ所4公演、主催事業6企画7公演を実施し約
1,300名の入場者があった。文化会館と東与賀文化ホール、何れも達成度は昨年より伸びている。

地域の文化サークルの作品展示、文化祭等の地域特性を活かしたイベントの開催支援や、福祉施設などでの芸術文化に触れる機会
の提供を通して文化振興を図ることができたか。

児童養護施設の児童生徒と職員をクラシックコンサートに招待し鑑賞する機会を提供した。下半期は、文化会館では地域コミュニ
ティでのアウトリーチを計画し、東与賀文化ホールでは高等学校文化連盟演劇専門部との共催で高校演劇祭を計画している。

将来の文化を担う子ども・青少年を育成する、鑑賞・体験事業を実施できたか。

文化会館と東与賀文化ホールとも、市内小学校において児童の興味を引くプログラムや解説を取り入れたアウトリーチを実施し、
本格的なクラシック音楽を身近で鑑賞する機会の提供を行った。ワークショップでは文化会館において和太鼓や竹楽器といった触
れる機会の少ない文化を体験し、東与賀文化ホールではダンスによるコミュニケーションや身体表現を分かり易く体験できる企画
を実施した。

地元出身芸術家の起用、市民参加型のイベントの企画、発想の転換による新しい企画を打ち出すこと等により、地域文化の活性化を図
ることができたか。

《　公益財団法人 佐賀市文化振興財団　自己評価表　》　　公益財団法人 佐賀市文化振興財団　Ｒ４年度上半期実績

評価項目 コメント（評価の理由等）

必要な保守点検、修繕、管理を行い、施設・設備の機能維持と利用者の安全確保に努めているか。

Ｂ

適切な保守点検、修繕を実施し、利用者の安全確保に努めた。新型コロナウイルスについてはガイドラインに則した対応を継続し
て利用者の安全確保に努めた。令和3年度から令和4年度中にかけて実施されているSAGAサンライズパーク整備に係るペデスト
リアンデッキ、体育館を含めた周回道路、東西駐車場整備工事の実施に際して、主催者や来場者の安全を図るよう工事業者との
調整を行った。

利用者目線で運営することを意識し、利用しやすい施設となるよう改善を図ることで、利用者の満足度が高いサービスを提供し、稼働
率、利用者数を増加させることができたか。

新型コロナによる中止は文化会館では昨年同期105件に対して23件、東与賀文化ホールは6件から2件に減っているが、利用者
数・稼働率ともに上半期の目標に達していない。しかし、達成度は前年同期と比較すると伸びている。

ホームページ、広報誌をはじめ様々なメディアを通し、広く施設及び事業の情報提供を行うことができたか。

◎判定の基準
【Ａ】 高い成果を収めている 【Ｂ】 概ね良好な成果を収めている 【Ｃ】 向上の余地がある。 【Ｄ】 見直しが必要である 【Ｅ】 抜本的な見直しが必要である
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 《　集計表　》　　令和４年度上半期実績評価　採点の結果　委員コメント

満点 得点計 得点率 判定

１）施設管理に関すること 210 162 77.1 B

➊ 70 60 85.7 -

➋ 70 48 68.6 -

➌ 70 54 77.1 -

２）文化事業に関すること 280 206 73.6 B

➍ 70 50 71.4 -

➎ 70 52 74.3 -

➏ 70 54 77.1 -

➐ 70 50 71.4 -

３）財務に関すること 210 158 75.2 B

➑ 70 60 85.7 -

➒ 70 48 68.6 -

➓ 70 50 71.4 -

◆総合 700 526 75.1

◆総合評価

・オフィシャルパートナーの2社増加は評価できる。
・コロナ禍での入場者確保
・LINEアカウント登録、新たなチャンネルを開かれていると思い
ます。
・文化庁や地域創造の補助金・助成金の積極的獲得と活用。
・年代、ジャンルなどに関して自主事業のバランスが取れてい
る。大ホールの稼働率も高い。
・様々な考えがあるが、文化施設であっても収入確保は必須と考
える。
・施設、設備の機能維持と利用者の安全確保ができている。
・アウトリーチ、ワークショップの実施が目標達成している。

・地道に文化事業をやっていくだけでいい。評価はあとでついてくる。
・若年層へのPR、周知による入場者の確保、友の会会員の確保。
・オフィシャルパートナー企業の確保（金融機関等）。
・文化庁補助金の活用など、会館の収支改善。
・令和5年度からのSAGAアリーナの利用開始に向けた連携及び調整。
・駐車場有料化に伴う様々な顧客の声をケースとしてとらえ、拾うこと。
・「満足度の高いサービス」「質の高い」等の漠然とした目標、評価項目に
対し、具体的な取り組み事例等を明らかにしてほしい。
・SAGAアリーナ利用者と文化会館利用者と駐車場の共有連携をとり、来場者
の利便性と負担軽減に努めてほしい。
・ユニークベニューの開発を行って、日本の先駆けとなってほしい。積極的
チャレンジを。
・アウトリーチを実施する小学校が偏ってないか、公平性の面から知りた
い。
・来場者の駐車場の案内。（市外、県外から車を利用して来る人のためにも
分かりやすい案内をしてほしい。）

市内企業からの協賛金、国や関連団体等による助成金等を積極的に獲得し、事業に活用することができた
か。

積極的な情報提供やセールスにより、文化事業の入場者数、稼働率の向上に努め、文化事業収入、利用料
金収入を増加することができたか。

経費の縮減を図り、経営の効率を高めることができたか。

委員コメント

・オフィシャルパートナーが2社増えたことを評価する。これからも賛同する企業が増えることを期待したい。
・文化庁の支援事業補助金なども積極的に活用されている。
・LINEの活用取組等を見ると、頑張っていると感じる。
・攻めの経営も期待したい。西側広場の運用等を考えると従来通りの経営だけでなく、ワクワクできる取組み、仕掛け作
りも重要になると思われる。
・達成度は昨年度と比較して若干増えているが、50％前後と低い。
・他の施設とのコラボなどを行うのはどうか。
・節電をし省エネに努めている。

高い実績を収めた事項 令和４年度下半期の課題

文化事業の入場者数を増やし、文化に親しむ市民層の拡大に貢献することができたか。

地域の文化サークルの作品展示、文化祭等の地域特性を活かしたイベントの開催支援や、福祉施設などで
の芸術文化に触れる機会の提供を通して文化振興を図ることができたか。

将来の文化を担う子ども・青少年を育成する、鑑賞・体験事業を実施できたか。

地元出身芸術家の起用、市民参加型のイベントの企画、発想の転換による新しい企画を打ち出すこと等に
より、地域文化の活性化を図ることができたか。

委員コメント

・昨年度と比較して実績も達成度も伸びている。アウトリーチ等により入場者の確保に努められた。
・幅広い層に届く企画内容の事業に取り組まれている。
・アウトリーチ、ワークショップの内容が充実して実施されている。
・地域特性を生かしたイベントの開催支援が下半期では予定されているが、上半期では実施されていない。
・子ども達が興味を引くアウトリーチの実施や体験企画を積極的に実施されている。
・地元出身アーティストが活用されている。ワークショップにおいて、佐賀市で活動している演奏家の起用は地域文化の
活性化につながる。
・もう少し掘り起こしもできると思う部分がある。新しい時代に文化振興を拡充していくにあたり、できることを期待し
たい。
・「発想の転換による新しい企画」の部分が何も見えてこない。

評価項目

必要な保守点検、修繕、管理を行い、施設・設備の機能維持と利用者の安全確保に努めているか。

利用者目線で運営することを意識し、利用しやすい施設となるよう改善を図ることで、利用者の満足度が
高いサービスを提供し、稼働率、利用者数を増加させることができたか。

ホームページ、広報誌をはじめ様々なメディアを通し、広く施設及び事業の情報提供を行うことができた
か。

委員コメント

・コロナ禍での入場者確保を評価する。
・適切な保守点検等を実施されている。コロナ対策もガイドラインに即し実施され、必要な修繕も行われている。
・貸出に対してコロナで実施難を想定し、適切に営業活動（説明）されていることを感じた。件数減であっても主催者
（顧客）との信頼関係が次に繋がることを期待できる。
・目標に達していないが、withコロナの中での改善・努力がされている。
・稼働率の低い部分（和室、特別会議室）への分析改善が必要ではないか。
・インターネット、マスメディア、情報誌など幅広く広報活動が実施されている。入場者アンケートを見ても様々な媒体
での広報は効果が出ていると思う。


